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ブロンテ家の子供たち（Charlotte Brontë,１８１６－５５, Branwell Brontë,１８１７－４８,
Emily Brontë,１８１８－４８, Anne Brontë,１８２０－４９）の創作意欲をき立てるきっか
けとなったのは，父パトリック（Patrick Brontë,１７７７－１８６１）がリーズからの
お土産としてブランウェルに買ってきた兵隊人形のセットにあると言われてい
る。１）子供たちはこの人形を主人公として西アフリカに架空の王国を築き，様々
な冒険世界を想像した。こうした人形遊びは，幼児期の子供には決して珍しい
ことではなく，誰しもが経験する遊びである。しかしブロンテ家の子供たち
は，これを単なる人形遊びに止めるのではなく，物語を原稿に起こし，一家が
購読していた実在の雑誌『ブラックウッズ・マガジン』（Blackwood’s Magazine,
１８１７－１９８０）の形式を真似して製本し，さらに一つ一つの作品に目次や書評，
各種広告を添え，本格的な出版物を模倣するまでに発展させた。
ブロンテ家の子供たちの創作活動は，当初四人の合作という形で「グラス・
タウン物語」（Glass Town）として制作されたが，その後，シャーロットがロ
ウ・ヘッド（Roe Head School）に入ることをきっかけに，年長のシャーロッ
トとブランウェルが中心となって展開する「アングリア物語」（Angria）と，
年少のエミリとアンが中心となって展開する「ゴンダル物語」（Gondal）に分
かれ，それぞれ独自の想像世界を繰り広げた。こうした初期作品の執筆は，
シャーロットの場合を例にとると，１０歳頃から「アングリアよさらば」
（“Farewell to Angria”,１８３９）を書いた２３歳まで続き，その量は後の公刊小説
群を凌ぎ，彼女に作家としての礎を築かせるまでになった。
本論文の目的は，シャーロット・ブロンテの前期初期作品における語りの特
質を最もよく表していると思われる三つの作品，「アルビオンとマリーナ」
（“Albion and Marina”,１８３０），「未だ開かれざる書物の一葉」（“A Leaf from an
Unopened Volume”,１８３４），「呪い」（“The Spell”,１８３４）について具体的な分
析を試み，長編小説『ジェイン・エア』（Jane Eyre ,１８４７）の語りに前期初期
作品の語りがどのように引き継がれたのかを考察することにある。

ブロンテ家の子供たちの父親パトリックは，子供たちの隠れた性質を調べよ
うと，家に偶然あった仮面を子供たちにそれぞれ被らせ，質問に答えさせると
いう逸話を残している。２）この珍奇な父親の質問に対する子供たちの答えは，大
変興味深いものであった。
I began with the youngest（Anne, afterwards Acton Bell）, and asked what a
child like her most wanted; she answered,“Age and experience.”I asked the
next（Emily, afterwards Ellis Bell）, what I had best do with her brother
Branwell, who was sometimes a naughty boy; she answered,“Reason with
him, and when he won’t listen to reason, whip him.”I asked Branwell what
was the best way of knowing the difference between the intellects of man and
woman; he answered,“By considering the difference between them as to their
bodies.”I then asked Charlotte what was the best book in the world; she
answered,“The Bible.”And what was the next best; she answered,“The Book
of Nature.”I then asked the next what was the best mode of education for a
woman; she answered,“That which would make her rule her house well.”
Lastly, I asked the oldest what was the best mode of spending time; she
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answered,“By laying it out in preparation for a happy eternity.”３）
パトリックは，この子供たちの答えに優れた個性的な意見が見られると満足
し，彼の記憶に深い印象を留めた。しかし子供たちの質問の答えには，年齢に
ふさわしい子供らしさを窺うことはできず，物欲，躾，男女の差，キリスト教
信仰，女性の仕事など，父親の価値観が色濃く反映された。子供たちは，父親
の質問の意図を敏感に捉え，仮面を被り，仮面の人物になりきって，期待され
た答えを述べているに過ぎないのである。つまり聞き手や読者の期待に応えよ
うとする意識を明確に持った語りの手法を，このとき既に子供たちは身につけ
ており，この仮面問答が彼らの創作の原点と言えるべきものになっているので
ある。４）
このような子供たちの意識的な答えは，彼らがペンネームを使って作品を書
くようになった動機を考える上で，重要な手掛かりとなる。ヴィクトリア朝の
女性作家たちによる男性名のペンネームの使用は，性別に基づく二重標準を避
け，女性作家も男性作家と同じ土俵の上で，批評家から公平かつ真剣に扱って
もらう戦略であった。５）ブロンテ姉妹も詩集を出版して以来，全ての作品に自分
のイニシャルを基にした，男性名とおぼしきペンネームを使用している。６）確か
にシャーロットは，『嵐が丘』（Wuthering Heights,１８４７）と『アグネス・グレ
イ』（Agnes Grey,１８４７）の再版の編集にあたり付した「エリスとアクトン・ベ
ルの伝記的紹介文」（“Biographical Notice of Ellis and Acton Bell”,１８５０）におい
て，女性作家としての偏見を回避するためにペンネームを使用した旨を記して
いる。７）しかしそれだけの理由ならば，シャーロットが出版を意識していなかっ
た初期作品の多くに，チャールズ・ウェルズリー（Lord Charles Wellesley）
というペンネームをなぜ採用したのか説明できない。
シャーロットは意識的なストーリー・テラーであった。それは彼女の代表作
『ジェイン・エア』において，その題名を“Jane Eyre . An Autobiography. Edited
by Currer Bell”とし，主人公ジェイン，語り手ジェイン，編集者カラ・ベル
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（Currer Bell）という複雑な構造を採り，虚構世界と現実世界を相対化して描
いたことに顕著に表れている。つまり彼女は，語り手に自分を重ね合わせる自
叙伝的な手法を好むのではなく，作品世界に対して一定の距離を置き，あくま
でも読者を楽しませることに重点を置いた作家だったのである。これは前期初
期作品において，シャーロットが主人公をドゥアロウ侯爵（Marquis of Douro），
語り手と作者をチャールズ・ウェルズリーとしたことを起源とする。チャー
ルズの皮肉な語り口，屈折した感情，覗き趣味，中傷好きといった性格は，読
者に物語世界を客観的に眺めさせる役割を果たしている。つまりシャーロット
は自分の物語を相対化する視点を，習作期において既に備えていたのである。
こうした彼女の語りの手法からも明らかなように，ペンネームという仮面を被
ることは，シャーロットにとって単に女性作家としての偏見を回避する手段の
みならず，自分とは異なる虚構の作家となりきり，読者を楽しませることを意
識する手段であったと考えるべきではないだろうか。
図１ 『ジェイン・エア』の表紙
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シャーロットが１４歳の時に書いた「アルビオンとマリーナ」は，ストラス
ラレイ公爵（Duke of Strathelleraye）の息子アルビオン（Albion）と，ストラス
ラレイ公爵の主治医を務めるサー・アリュレッド・アンガス（Sir Alured
Angus）の娘マリーナ・アンガス（Marina Angus）の悲恋を描いた物語である。
この物語は，これまで多くの批評家によって，主に二つの観点から論じられて
きた。第一に，これまで並行して執筆されてきたイギリスを舞台とする「島人
たちの劇」（The Islanders’ Play）と，アフリカを舞台とする「若者たちの劇」（The
Young Men’s Play）が，本作品で一つの「グラス・タウン物語」（The Glass Town
Saga）に統一されたという点である。８）これはウェリントン公爵と目されるスト
ラスラレイ公爵が，二人の息子たちを含め，自分の家族全員を伴い，イギリス
南部からアフリカのグラス・タウンに移住したことに拠る。この物語の統一に
より，二つの物語の要素，特に主要な登場人物の混在という舞台設定上の矛盾
が解決された。９）第二に，これまで執筆されてきたウェリントン公爵による冒険
物語とは異なり，シャーロットは「アルビオンとマリーナ」において初めて恋
愛物語を描き，恋愛，嫉妬，裏切り，結婚といった独自のテーマを取り上げる
ようになったという点である。特に物語後半に描かれている超自然的現象，つ
まり霊となって現れたマリーナを目にしたアルビオンが，急遽イギリスに残し
てきたマリーナを迎えに行く決断をする場面１０）は，『ジェイン・エア』におい
て主人公ジェインがムア・ハウス（Moor House）でロチェスター（Monsieur
Edouard Fairfax de Rochester）の“Jane ! Jane ! Jane !”と呼ぶ不思議な声を耳
にし，再びソーンフィールド（Thornfield）に戻る決意をする場面１１）に酷似し
ている。愛し合う男女の霊的結びつきが，初期作品における最初の恋愛物語に
おいて既に描かれ，それが後の長編小説『ジェイン・エア』に応用されている
点は注目に値する。しかしこの作品の最大の特徴は，その語りの手法にある。
「アルビオンとマリーナ」の表紙の裏に付けられた序文には，チャールズ・
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ウェルズリーの署名と，シャーロット・ブロンテを意味する C. B.という署
名の二つが付けられている。ただし C. B.による記述は“October１２,１８３０”と
いう日付と，“I wrote this in four hours”１２）という簡単な記録だけであり，「グラ
ス・タウン物語」を共同で執筆している弟や妹たちに向けられた現実世界の記
録としての役割しか果たしていない。その一方，物語の大部分を占めるチャー
ルズ・ウェルズリーによる記述は，全て彼の生活の舞台であるグラス・タウ
ンの作家として，グラス・タウンの住民に向けて書かれたものであり，虚構世
界内における執筆活動という形が採られている。この署名による二重構造か
図２ 「アルビオンとマリーナ」の表紙
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ら，シャーロットが物語を執筆する上で，現実とは一線を画した虚構世界を構
築する作家としての立場を貫こうとした意思を窺うことができる。こうした意
思は，表紙とその裏に記されたチャールズによる序文を比較すると，さらに
明らかになる。
「アルビオンとマリーナ」の表紙には，題名の下に“A Tales by Lord Charles
Wellesley”という副題が付けられ，さらに“the principal part possessing fact for
its foundation”という添え書きが付けられている。またこの表紙の裏側に付け
られた序文において，チャールズは執筆の動機を明らかにしている。
I have written this tale out of malignity for the injuries that have lately［?been］
offered to me. Many parts, especially the former, were composed under a
mysterious influence that I cannot account for. My reader will easily recognize
the characters through the thin veil which I have thrown over them. . . . The
conclusion is wholly destitute of any foundation in truth, and I did it out of
revenge. Albion and Marina are both alive and well for ought I know.１３）
この序文において，チャールズは，第一に登場人物の名前を敢えて変更し
たこと，１４）第二にこの物語を自分でも説明することができない超自然的現象の
下で執筆したものであること，第三にこの物語が事実とは異なる自分の復讐心
の産物であることを挙げている。つまりチャールズは，自分の物語が真実で
あると説いた表紙の文言を全て否定し，この物語の語り手が「信頼できない語
り手」であることを，公然と読者に宣言しているのである。１５）こうした語り手
の姿勢は，権力を持たず日蔭に生きるチャールズが，兄ドゥアロウ公爵に対
する日頃の鬱憤を晴らすことを目的にしたものなのかもしれない。それが証拠
に，結末においてチャールズは，事実とは異なるアルビオンによるゼルジ
ア・エルリントン（Lady Zelzia Ellrington）への浮気と，マリーナの死を描い
ている。何れにしてもこうした語りの手法は，物語というものが，あくまでも
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虚構世界の出来事であり，語り手によって歪められ，色づけされた世界である
ことを読者に意識させるとともに，語りの背後に潜む世界に読者の関心を引き
付ける役割を果たしているのである。
Ⅲ
シャーロットが１８歳の時に書いた「未だ開かれざる書物の一葉」は，エイ
ドリアン皇帝（Emperor Adrian），つまり２４年後のドゥアロウ侯爵１６）と第三夫
人メアリ・ヘンリッタ（Mary Henritta Percy）との間に生まれたエイドリアン・
パーシー（Adrian Percy）と正体不明の女性ゾライダ（Zorayda Etty）１７）の恋愛
物語を軸とし，王室内の不和と藤，陰謀と復讐のドラマ，そして皇帝の忌ま
わしい過去の行状を描いた物語である。この作品において，作者は単に恋愛や
事件を素描するのではなく，推理的要素を語りに取り入れることにより，読者
の関心を引き付けようとする工夫を試みている。しかし内容が十二分に描き切
れず消化不良となっている箇所も多く，また残忍非情な描写が作品全体に暗い
印象を残してしまうなどの問題点もあり，これまで多くの批評家から完成度が
低い作品であるとの評価を受けてきた。１８）しかしこうした欠陥と思われる箇所
にこそ，作者の意図が隠されていると考えるならば，ファニー・エリザベス・
ラチフォード（Fannie Elizabeth Ratchford,１８８７－１９７４）による批判のように，
本作品を単純に“unpleasant”と位置付けることはできないのではないだろう
か。１９）
「未だ開かれざる書物の一葉」の表紙から，「不幸な物書き」（Unfortunate
Author）による原稿を，チャールズ・ウェルズリーが編集し，サージェン
ト・トリー（Sergeant Tree）社から１８３４年に出版したという枠組みが採られ
ていることが分かる。「アルビオンとマリーナ」と同じように，本作品におい
ても本当の作者であるシャーロット・ブロンテは姿を消している。そして表紙
に続く序文には，チャールズがある夜，外出先から戻り居間に入ると，「不
幸な物書き」と名乗る見知らぬ男が待ち受けており，自分は眼を患っているた
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めこれから口述する話を書き取ってもらいたいとチャールズに依頼し，それ
をチャールズが不思議な力に押され快諾するという非常に現実離れした内容
が語られている。さらにその後に続く本文冒頭には，この物語の設定が，２４
年後の１８５８年であることが示され，「不幸な物書き」が未来の出来事を過去に
起きた事件として語るという奇妙な構成であることが説明されている。このよ
うな荒唐無稽な設定が，物語に対する信頼性を失わせ，評価を低くさせた一因
となったことは明らかである。しかし「アルビオンとマリーナ」でも考察した
ように，作者が敢えて読者の信頼を勝ち得ない構成を用意したと考えるならば
どうだろうか。作者シャーロット・ブロンテは「未だ開かれざる書物の一葉」
においても，「信頼できない語り手」を意識的に設定しているように思われる。
図３ 「未だ開かれざる書物の一葉」の表紙
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「不幸な物書き」の口述は二晩にわたって行われている。第３章末尾に描か
れている夜明けの場面において，「不幸な物書き」の口述は一旦中断され，語
り手が「不幸な物書き」からチャールズに移されている。２０）その後，翌日の
深夜に「不幸な物書き」の口述が再開され，再び語り手が「不幸な物書き」に
戻されている。これはシャーロットの妹エミリ・ブロンテ（Emily Brontë,１８１８－
１８４８）の『嵐が丘』の第１４章において，ネリー（Nelly Dean）の口述を一旦
中断させ，語り手をネリーからロックウッド（Mr. Lockwood）に移し，その一
週間後，第１５章において再度ネリーの口述を始めさせ，語り手をロックウッ
ドからネリーに戻すことにより，読者に『嵐が丘』の複雑な語りの構造を確認
させている手法と酷似している。２１）ロックウッドとネリーは，ストーリーの中
心人物ではなく傍観者である為，彼らが伝える情報はかなり限られている。
ロックウッドは，ストーリーがほぼ終わりかけた段階で見聞きしたかな情報
を別とすれば，ネリーから間接的に聞いたことしか知らない。ネリーも，スト
ーリーの中心人物たちと常に同座しているわけではないため，ネリーの知らな
い事柄は，語りの内容から省かれている。２２）同様に「未だ開かれざる書物の一
葉」の語り手である「不幸な物書き」も，ストーリーの中心人物ではなく傍観
者であり，またチャールズも「不幸な物書き」の話を間接的に聞いたことし
か知らないため，両名が語る内容は限定的なものになっている。つまり両作品
ともに，語り手は読者に極めて限られた視野しか提供していないことから，あ
る種の偏向を持って語っている可能性がある。２３）したがってこの語りの中断に
よる語り手の移行は，読者に作品の語りの枠組みを改めて意識させることで，
語り手が多かれ少なかれ「信頼できない語り手」であることを読者に印象付け
るために，作者が敢えて設置したものであると考えることができる。
結末部において，口述人の声が突如止んだことから，筆記者であるチャール
ズが顔を上げてみると，そこには既に口述人の姿は何処にもなく，あたりは
ひっそりと静まり返り，人の気配がまるで感じられない状態であったことが語
られている。２４）これまで「不幸な物書き」の話に耳を傾けてきた読者は，ここ
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で改めて語り手チャールズの存在を思い出すことになる。そして読者は，こ
うした結末から物語の荒唐無稽さと「不幸な物書き」の非現実性を意識し，全
てがチャールズによる架空の話あるいは幻想であったのではないだろうかと
疑問を抱き，「未だ開かれざる書物の一葉」の語り手が「信頼できない語り手」
であることに気付くのである。こうした語り手の姿勢を堂々と示すことで，
チャールズは，エイドリアン皇帝の忌まわしい過去，家庭における不和，さ
らにアングリア国の没落を描く際に，自らが非難されることのない立場を築く
ことを可能なものとし，兄ドゥアロウ公爵に対する日頃の鬱憤を晴らすことに
成功するのである。

シャーロットが「未だ開かれざる書物の一葉」から５ヶ月後に完成させた作
品「呪い」は，時折行方をますザモーナ公爵（Duke of Zamorna）２５）の不可解
な行動と，それに続く夫の呪いによる病気に翻弄されるザモーナ公爵夫人メア
リ・ヘンリッタの不安を軸に描いた物語である。この作品は，物語の鍵となる
呪いがなぜ解かれたのかという理由が説明されず，が残されたまま結末を迎
えるなどの消化不良な箇所もあり，また本文の内容とは全く関係のないウィリ
アム・パーシー（Colonel Sir William Percy）とセシリア・シーモア（Cecilia
Seymour）の結婚式が行われたことを，とってつけたようにチャールズが結
末で報告するなどの不自然な構成もあり，その完成度は必ずしも高いとは言え
ない。しかし“An Extravaganza”という副題が暗示するように，その内容は起
伏に富み，また物語にミステリーがふんだんに取り入れられ，４２，０００語にお
よぶ長編であるにも拘らず，読者を常に飽きさせることのない工夫が随所に施
された。２６）さらに他の初期作品には見られない複数の語り手による語りなど，
新たな試みも積極的に為されており，後の長編小説への影響は大きい。２７）
「呪い」の表紙には，題名，作者，出版社，出版年月日という一般的な内容
に加え，読者に向けられたメッセージが掲載されている。そこで作者は，自ら
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は読者に言葉を提供する役割だけを担い，そこから意味を見つけるのは読者の
役割であるという立場を明確に示すことで，語りの背後に潜む世界に読者の目
を向けようと働きかけている。さらにこの表紙に続く序文には，自分をウェル
ズリー・ハウス（Wellesley House）から追い出した兄ザモーナ公爵に対して「仕
返し」をするために，彼が身もだえするほどの苦悩に苛まれるであろう真実を
明らかにし，“there is one person at least in Verdopolis thoroughly acquainted with
図４ 「呪い」の表紙
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all the depths, false or true, of his double-dealing, hypocritical, close, dark, secret,
half-insane character”ことを思い知らせるために，この作品を執筆した旨が示
されている。そして読者に対しては，“When he has finished, let him shut the
book and, dismissing from his mind every fictitious circumstance, let him choose
such only as have self-evident marks of reality about them”と指摘し，“Is the Duke
of Zamorna sane or insane ?”２８）という問いの答えを自ら出すように求めている。
しかしチャールズは，序文において「アルビオンとマリーナ」と同様に，兄
ザモーナ公爵への仕返しのために本作品を執筆していることを明らかにしてい
るため，読者が「ザモーナ公爵は異常である」という答えを導き出すように，
チャールズが語りにおいて意図的に物語を操作していることは明らかであ
る。
さらに作品の末尾に付けられた「追伸」と「注意」という二種類の結びにお
いて，チャールズは改めて読者に解釈の方向づけを行っている。語り手は「追
伸」において“A novel can scarcely be called a novel unless it ends in a marriage”
という当時の小説観を反映した意見を述べた後，ウィリアム・パーシーとセシ
リア・シーモアの結婚という本文の内容とは全く関係のない出来事を，“the
only real piece of information contained in the book”２９）として挙げている。この言
葉は，これまで描かれてきたザモーナ公爵に双子の兄ヴァルダセラ公爵（Duke
of Valdacella）３０）がいて，二人は呪いのために双子であることを隠し育てられて
きたという話の全てを覆すものであり，語り手自らが読者に「信頼できない語
り手」であったことを暴露するものになっている。さらに「追伸」に続く「注
意」には，“Reader, if there is no Valdacella there ought to be one. If the young
King of Angria has no alter ego he ought to have such a convenient
representative”３１）と，「追伸」と同様にこれまでの話が創作であったことを仄め
かしている。このようにザモーナ公爵にヴァルダセラ公爵という双子の兄がい
るというストーリーが偽りの設定であることを明らかにすることで，チャール
ズは読者に間接的にザモーナ公爵が普通では考えられないような二重人格者
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であることを伝えることに成功している。つまりチャールズが読者に主張し
たい内容は，その語りにあるのではなく，語りの背後に潜む世界にあり，そこ
にこそ重要な真実が隠されているのである。
しかしながらチャールズは，ザモーナ公爵が精神病院で人知れず２２歳で
亡くなるという真実とは異なる場面を描き，本作品の幕を閉じることで，読者
を再び虚構の世界へと連れ戻してしまう。３２）これは物語が真実であれ虚偽であ
れ，物語というものがあくまでも語り手によって歪められ，色づけされた虚構
世界であることを読者に意識させることにその目的がある。つまり作者シャー
ロット・ブロンテは，前期初期作品でチャールズのライバルとして登場する
トリー大尉のような事実に忠実な報告者ではなく，チャールズという「信頼
できない語り手」を用いることで，物語世界に読者を巻き込み，ともに楽しめ
る物語を提供することを目指したのである。

ヴァージニア・ウルフ（Virginia Woolf,１８８２－１９４１）３３）と，デイヴィッド・セ
シル（David Cecil,１９０２－１９８６）３４）の評価にもあるように，これまでシャーロッ
ト・ブロンテは，自己の体験や心情を作品に色濃く投影する主観派の小説家で
あり，『ジェイン・エア』の圧倒的な迫力もその強烈な主観性から生まれたも
のであると解釈されてきた。しかしこれまで論じてきた前期初期作品におい
て，シャーロットは物語をあくまでも虚構世界の出来事とし，語り手によって
歪められ，色づけされた世界であることを読者に意識させ，語り手に物語を相
対化させる役割を担わせてきた。こうした前期初期作品で繰り返し試されてき
た語りの手法を，語り手に脇役と主役の差はあるとしても，シャーロットが長
編小説で突如転換し，主観的小説家として自らの感情を肉声でしか伝えること
ができない作家になったとは考え難く，シャーロット・ブロンテが主観的小説
家であるという論に疑問を抱かざるを得ない。
『ジェイン・エア』は，前期初期作品の多くに用いられてきた一人称叙述を
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継承している。３５）この語りの手法には，語り手の視点と読者の視点を重ね合わ
せ，読者を物語世界に同化させる効果がある。具体的に『ジェイン・エア』に
おいて，一人称叙述を用いることで，読者は自らが不遇な境遇に生まれながら
も健気に耐え続けるジェインその人であるかのように，一喜一憂しながら物語
を読み進め，ジェインとともにゲイツヘッド（Gateshead），ローウッド
（Lowood），ソーンフィールド（Thornfield），マーシュエンド（Marsh End）と
巡り，最終章の“Reader, I married him”３６）というジェインの言葉に，自らも幸
せに満ちれた状態でファーンディーン（Ferndean）に暮らしているかのよう
な印象を受ける。さらに『ジェイン・エア』には，前期初期作品にも見られた，
超自然的現象や，ミステリーの要素が多分に取り入れられ，読者を常に飽きさ
せることのないように工夫が施されている。しかし我々読者は，ジェインの語
りの全てを信頼し，彼女の視点に合わせて，この物語世界を理解することが，
果たして正しい読みと言えるだろうか。これまで論じてきた三つの前期初期作
品のいずれにおいても，作者シャーロット・ブロンテは「信頼できない語り手」
を用いて，語りの背後に潜む世界に読者の関心を引き付けていた。『ジェイン・
エア』においても，ジェインの心の襞に入っていくことの方が，作者の意図を
尊重する読みと言えるのではないだろうか。
第１０章冒頭の一節には，“this is not to be a regular autobiography”３７）とあり，
語り手ジェインが，事実に忠実な報告者ではなく，前期初期作品の語り手であ
るチャールズ・ウェルズリーと同様に，物語を語る上で，様々な事物の取捨
選択を行い，語り手による主観や偏見が混在した物語になっていることを示し
ている。つまり語り手ジェインは，自分にとって都合のよい自叙伝を書いてい
る，多かれ少なかれ「信頼できない語り手」となっているのである。このよう
な観点から『ジェイン・エア』を再考すると，読者がジェインとロチェスター
の幸せな結婚生活を感じ取った結末場面も，語りの背後に作者による別の主張
が隠されているのではないかという疑問が生じる。
１９７０年代以降のフェミニズム批評の興隆において，『ジェイン・エア』は女
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性の自立を体現するフェミニズム小説の代表として評価されてきた。特に第
１２章の女性の立場について語るジェインの言葉は，女性が「家庭の天使」と
して家庭内に止まり，家族や夫に尽くすことのみを期待されていた当時の社会
において，まさに革命的とも言える過激な発言として受け取られた。
It is in vain to say human beings ought to be satisfied with tranquillity: they
must have action; and they will make it if they cannot find it. . . . Women are
supposed to be very calm generally: but women feel just as men feel; they
need exercise for their faculties, and a field for their efforts as much as their
brothers do; they suffer from too rigid a restraint, too absolute a stagnation,
precisely as men would suffer; and it is narrow-minded in their more privileged
fellow-creatures to say that they ought to confine themselves to making
puddings and knitting stockings, to playing on the piano and embroidering
bags. It is thoughtless to condemn them, or laugh at them, if they seek to do
more or learn more than custom has pronounced necessary for their sex.３８）
しかし最終章，あれほど女性の社会進出を主張していたにも拘らず，ジェイ
ンはロチェスターと結婚し，愛情深い献身的な妻となる。しかも彼女は，ロ
チェスターがバーサ（Bertha Antoinetta Mason）を住まわせることもできない
と考えていたほどの不健康な見通しのきかない森の奥地で結婚生活を始める。
確かに結婚後，ジェインは少なくとも大陸旅行に出掛けたり，従姉妹のダイア
ナ（Diana Rivers）やメアリー（Mary Rivers）の嫁ぎ先を訪れたり，ロチェス
ターの眼の治療のためにロンドンを訪問したりしており，ファーンディーンか
ら全く離れずに過ごしているわけではない。しかしそれでもこのファーンディ
ーンという土地での結婚生活は，全体として単調なものであったことが想像さ
れ，果たして本当に彼女が婚前に公然と異議を唱えていた「女性として期待さ
れる役割」を喜んで担い，結婚生活を幸せに送っているかどうか疑問が残る。
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もちろん素直にジェインの幸せを信じても良いのかもしれない。しかし前期初
期作品で用いられてきた「語りの背後に潜む世界にこそ，作者の主張が隠され
ている」という点を鑑みれば，作者シャーロット・ブロンテが，語り手ジェイ
ンとともに，彼女の幸福を無条件に信じているかどうかは極めて疑わしい。
シャーロット・ブロンテは，イギリスの因習的社会構造によって女性が強い
られる役割や義務に反発心を持っていた。しかしこの主張は，当時の女性に求
められていた従順な女性像に反するものであり，作者の何者にも抑圧されるこ
とのない自由な社会を望む想いとは乖離している。彼女は『ジェイン・エア』
において，ジェインをファーンディーンという陰鬱な場所に住まわせること
で，自己肯定的な語りに不安感を潜ませ，小説を当時の風習と適合させながら
も，当時の女性が置かれていた閉塞状況に疑問を突きつけ，そして何よりも女
性が一人の自立した人間として生きることの難しさを訴えていると解釈すべき
ではないだろうか。
結 論
本論文の目的は，シャーロット・ブロンテの全ての作品の語り手を「信頼で
きない語り手」と位置付け，彼らが語る事柄の一つ一つに矛盾点を見出し，そ
の語りの姿勢を批判することにあるのではない。そもそも語り手を全く信用し
ないのならば，作品自体が成立しなくなってしまう。しかしシャーロット・ブ
ロンテが，虚構世界と現実世界を相対化して描くことを意識していた作家であ
ることも事実である。これまで繰り返し論じてきたように，前期初期作品にお
いて，彼女は語り手に自分を重ね合わせる手法を好むのではなく，作品世界に
対して一定の距離を置き，あくまでも自分とは異なる虚構の作家となり切るこ
とで，読者を楽しませることを意識していた。こうした彼女の姿勢は『ジェイ
ン・エア』に引き継がれ，「信頼できない語り手」という前期初期作品から慣
れ親しんだ手法を意識的に用い，ジェインとロチェスターの幸せな結婚生活の
裏に，不安定な女性の地位の表れを描くことに成功した。またシャーロットの
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作品には，読者に対してそれが虚構であることを思い出させる言及が，しばし
ば挿入されている。読者への呼びかけ，物語へのコメント，入れ子式の語りな
どはその例であり，それに出会うたびに読者は現実世界へと引き戻される。さ
らに語り手は明らかに嘘をつき，読者は物語が虚構であることを認識させられ
る。そこにはあくまでも現実世界と物語世界を区別しようとする作者シャー
ロット・ブロンテの意識が働いている。こうした彼女の作品における独特の語
りの手法は，子供の頃から続けられてきた創作活動の中で培われたものであっ
た。したがって読者は，長編小説においてもこれを尊重した読み方をすること
で，作者の本音に迫ることができるのではないだろうか。
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